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「人

の
噂

も

七

十

五

日
」

「除

夜

の
鐘

百

八

の
煩

悩
」

「
四

十
九

日
忌

明

け

」
な

ど
数

字

の
入

っ
た

こ

と

ば

が

日
本

語

に

は
数

え

き

れ
な

い

ほ
ど

あ

り

ま
す

。

ア
ラ

ビ

ア
数

字

を

基

調

と
す

る
近

代

数

学

と

東
洋

文
化

の

ひ
と

つ
で
あ

る

日
本

文

化

に
な

ぜ

こ

の
よ

う

に
西

洋

の
数
字

が

入

っ
て

い
る

の
か

以
前

か
ら

好

奇

心

を
持

っ
て
き

た

人

は
多

い
は
ず

で
あ

ろ
う

。

柳

谷

晃

著

『
冥

土

の
旅

は
な

ぜ

四

十

九

日

な

の

か
～

数
学

者

が

読

み

解

く

仏
教

世

界

～

』

(
青

春
新

書

、

青

春

出
版

社

、

二

〇

〇
九

年

五

月
)

を

読

み
、

こ
れ

ま

で
謎

で
あ

っ
た

多

く

の

数

字

を
使

っ
た

表

現

を
解

き

明

か

し

て

い
ま

す
。

著

者

の
柳

谷
氏

は
仏

教

の
経
典

を

つ
ぶ

さ

に

調

べ

、

こ
う

し
た

表

現

の
多

く
が

仏

教

に

由

来

す

る

こ
と

ば

で
あ

る
と

結

論

付

け

て

い
ま

す
。

き

　

い
く

つ
力

紹

介

し

ま

し

ょ
う

。

大

み

そ

か

の
夜

に

除

夜

の
鐘

と

呼

び

を

10

回
打

ち

ま

す
。

「
百

八

の
煩

悩
」

に

つ
い

て
は
、

以

下

の
よ

う

に
解

析

し

て

い
ま

す
。

百

八

の

煩
悩

の
内

訳

で
す

が

、

最
初

は

「
六
根

」

(眼

、
耳

、
鼻

、

舌
、
身

、

意

)

の
六

つ
の

感
覚

器
官

が

あ

り

ま

す
。

そ
れ

ぞ

れ

が

、

「三

不

同

(好

平

、
悪
)

の
三

つ
の
感

じ
方

を

す

る

わ

け

で
す
。

そ

の
感

じ
方

の
程

度

が

「染

と

浄

」
に

二

つ
に

分

か

れ
ま

す

。

こ
れ

ら
が

三
世

」
(
現

在

・
過
去

・
未

来

)

に

わ

た

っ
て
人

を

悩

ま

せ

ま
す

。

と

い
う

こ
と

で
、

全
部

で

い
く

つ
に

な

き

ヘ

へ

　

　

る

カ

と

レ
う

と

6

×
3

×
2

×
3

と

い
う

掛

算

で
、

百

八

に
な

る

の
で
す

。

(
0
頁

～

0
頁
)

1

1
⊥

古

来
、

洋

の
東

西

を

問

わ
ず

、

数

字

の
奇

数

が

陽

、

偶
数

は
陰

で
、

奇

数

は
割

り
切

れ

な

い

数
字

で

「吉

」

と

し

、

後
者

は
割

り

切

れ

る
数

字

で

「凶

」

と

し

て
き

ま

し

た
。

中

国

の
陰

陽

思

想

は
前

者

が

陽

つ
ま

り
、

「吉

」

で
、
後

者

は

「吉

」

と
さ

れ

て

い
ま
す

。

一
方

、
現

代

人

は

「
九

」

は

「苦

」

と

も
読

め

る
た

め

わ

れ

わ

れ

は

「九

」

は

凶
数

と

思

っ
て

い
ま

す

。

一
体
吉

凶

ど

ち

ら

な

ん

で

し

ょ
う

か
。

「九

」

が

「
悪

役

」

で

あ

る

所

以

を
著

者

は

能

の
作

品

『
殺

生

き
ゅ
う
び

石
』
の
出
て
く
る
九
尾
の
狐
と
こ
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
る
股

(紀
元
前
十
七
世
紀
～
紀
元
前

一
〇
四
六
)
を
滅
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
逸
話
の
中
の
九
尾
の
狐
を
い
つ
れ
も
悪
役
と
み
な
さ
れ
て

い
る
が
、
実
は
、
「九
」
は
数
字

の
中
で
も
も

つ
と
も
大
き
な
も
の
だ
か
ら
縁
起
よ
い
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
九
月
九
日
は

「重
陽
の
節
句
」
で
陽
の
気
が
重
な
る
た
め
不
吉
と
さ
れ

そ
の
お
払
い
の
行
事
と
し
て
お
祝
い
事
、
お
め
で
た
い
こ
と
と
し
た
言
わ
れ
が
残

っ
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ

「四
十
九
日
」
を
筆
者
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

ち
ゅ
う
う

ち
ゅ
う
い
ん

死

ん

だ

人

は
、

中

有

(
中
陰

)

と

い
う

、

現

世

と
来

世

の
間

に
あ

る
世

界

を

さ

ま

よ

い
ま

す

。

七

日
間

ず

つ
七

回
さ

ま

よ

っ
て
、

七

回

の
審

判

を
受

け

ま

す
。

そ

れ

で
本

来

七

日
ご

と

に
追

善

む

供

養

を

し

、
最

後

が

四

十

九

日

の
法

要

と

な

る

の

で
す

。

(
7
頁

)

1

ま

た

、

中

国

の
道

教

の
教

え

で
、

故

人

は

「
六
道

」

に
行

き
先

を

振

り

分

け

ら

れ

ま
す

。

六

道

は

「
天

界
」

「
人

間
界

」

「修

羅

界

」

「畜

生

界

」

「飢

餓

界

」

「地

獄

界

」
。

六
道

の
行

き

先

を

決

め

る
審

判

と

そ

の

日
に

ち

に
も

掛

算

を

使

っ
て

い
ま

す

。

審

判

を
担

う

十

王

は
次

の
と

お

り

で
す
。

十

七

(初

七

)

日

(
七

日

目
)

二
七

日

(十

四

日
目
)

三

十

七

日

四

十

七

日

五

十

七

日

六

十

七

日

七

十

七

日

こ

の
後
、

(
二
十

一
日

目
)

(
二
十

八

日

目
)

(
三
十

五

日

目
)

(
四
十

二
日

目
)

(
四
十

九

日

目
)

一
応
、
こ
の
審
判
の
あ
と
故
人
の
行
き
先
が
決
ま
る
の
で
す
が
、

見
込
み
が
あ
り
ま
す
。

百
か
日

平
等
王

一
周
忌

都
市
王

三
回
忌

五
道
転
輪
王

　

　

と
三
人
の
王
さ
ま
が
続
く
か
ら
で
、
合
計
で
十
王
と
な
り
ま
す
。

(6
頁
～
6
頁
)

-⊥

-

数
学
は
西
洋
の
学
問
と
ば
か
り
思

っ
て
き
た
人
に
と

っ
て
は
あ
る
意
味
驚
き
か
も
し
れ
な
い
。

中
国
や
日
本
で
も
西
洋
と
肩
を
並
べ
る
数
の
概
念

へ
の
明
確
な
思
想
を
持

っ
て
い
る
。
筆
者
の

言
を
借
り
れ
ば
仏
教
、
と
り
わ
け
お
釈
迦
さ
の
教
え
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
大
な
り
で
あ
ろ
う
。

数
字
が
苦
手
な
人
に
も
分
か
り
や
す
く
解
説
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
目
か
ら
う
ろ
こ
で

あ
る
。
お
勧
め
の

一
冊
で
あ

る
。

秦
広
王

(こ
こ
は
書
類
審
査
)

初
江
王

(三
途

の
川
を
渡
る
)

宋
帝

(生
前
の
邪
淫
の
罪
が
裁
か
れ
る
)

五
官
王

(秤
を
使

っ
て
生
前
の
罪
状
の
重
さ
を
量
る
)

閻
魔
王

(水
晶
の
鏡
に
生
前
の
行
状
を
映
す
)

変
成
王

(五
官
王
の
秤
と
閻
魔
王
の
鏡
で
再
審
査
)

太
山
王

(こ
の
最
後
の
審
判
で
、
行
き
先
が
決
ま
る
)

ま
だ
、
助
か
る

一
一
三


